
個
人
住
民
税
の
税
制
改
正

市
民
税
課
個
人
住
民
税
担
当

L
2
2
4
‐
5
6
4
0

扶
養
控
除
な
ど
の
見
直
し

（
平
成
24
年
度
課
税
分
以
降
に
適
用
）

●�

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
か
か
る
扶
養

控
除
三
十
三
万
円
は
廃
止

●�

16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
特
定
扶
養
親
族

に
か
か
る
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分

十
二
万
円
は
廃
止（
扶
養
控
除
の
額
は

三
十
三
万
円
）

●�

扶
養
親
族
ま
た
は
控
除
対
象
配
偶
者
が

同
居
の
特
別
障
害
者
の
場
合
、
扶
養
控

除
ま
た
は
配
偶
者
控
除
の
額
に
二
十
三

　

�

万
円
加
算
す
る
措
置
を
廃
止
し
、
特
別

障
害
者
控
除
の
額
に
二
十
三
万
円
加
算

寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用
下
限
額
の
引
き

下
げ（
平
成
24
年
度
課
税
分
以
降
に
適
用
）

●�

住
民
税
の
寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用
下

限
額
五
千
円
を
二
千
円
に
引
き
下
げ

東
日
本
大
震
災
義
援
金
な
ど
に
関
す
る
住

民
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象

●�

国
が
受
け
た
義
援
金
▼
被
災
地
の
県
や

市
町
村
に
直
接
寄
付
▼
日
本
赤
十
字
社

や
中
央
共
同
募
金
会
な
ど
の
募
金
団
体

に
義
援
金
と
し
て
寄
付

配
当
・
譲
渡
所
得
な
ど
の
非
課
税
措
置
の

創
設（
平
成
26
年
1
月
1
日
以
降
に
適
用
）

●�

平
成
26
年
か
ら
同
28
年
ま
で
の
間
に
金

融
商
品
取
引
業
者
な
ど
の
営
業
所
長
を

経
由
し
て
税
務
署
長
に
届
け
た
口
座

（
非
課
税
口
座
）内
の
少
額
上
場
株
式
な

ど
の
配
当
・
譲
渡
所
得
は
、
当
該
非
課

税
口
座
開
設
日
の
属
す
る
年
の
1
月
1

日
か
ら
十
年
以
内
に
限
り
非
課
税

＊
非
課
税
口
座
を
開
設
で
き
る
の
は
、
一

人
に
つ
き
一
年
一
口
座
で
す
。

＊
非
課
税
口
座
で
受
け
ら
れ
る
上
場
株
式

な
ど
は
、
取
得
価
格
総
額
が
百
万
円
以
内

に
限
ら
れ
ま
す
。

市
民
税
な
ど
の
過
料
の
見
直
し

（
平
成
24
年
1
月
1
日
以
降
に
適
用
）

●�

不
申
告
な
ど
に
か
か
る
過
料
の
上
限

三
万
円
を
十
万
円
に
引
き
上
げ

◎　
　

◎　
　

◎　
　

◎　
　

◎

公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑
所
得
を
有
す
る
方

の
所
得
税
の
確
定
申
告
不
要
制
度
の
創
設

●�

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的

年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

四
百
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公
的
年

金
等
に
か
か
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
二
十
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、

所
得
税
に
つ
い
て
確
定
申
告
書
の
提
出

は
不
要（
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
場
合
と
、
確
定
申
告
の

提
出
が
控
除
適
用
の
要
件
と
な
っ
て
い

る
場
合
を
除
く
）

＊
詳
し
く
は
、
川
越
税
務
署（
L
2
3
5

︲
9
4
1
1
）に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＊
該
当
す
る
方
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の

申
告
は
必
要
で
す
。
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「わが街川越」番組ガイド
広報室L224－5495

「今年、川越市は90歳！」
　平成24年は、川越市が誕生してから90周年。

かつて川越の繁栄を支えた舟運や、市内外の「90」

にちなんだ場所や物を紹介します。

テ�レビ埼玉（デジタル3ch）
1月7日㈯、午前9時30分～9時40分

（再放送＝1月8日㈰・14日㈯・15日㈰、同時間）
＊変更になることがあります。

伝統的な技能・工芸・文化に貢献
初雁賞を授与 秘書室L224－5491

　建築板金一筋に従事し、豊
富な経験と優れた技術によ
り、市内の神社仏閣等の文化
財保護に力を注いでいます。
特に銅板のなめらかな曲線を
作り出す高度な技能には定評
があります。下地の凹凸を生
かし、建物の外観の印象をそ
のままに板金で包み込む技術
は、蔵造りなどの歴史的建造
物の板金工事に生かされています。また、長年にわたり、
川越少年刑務所において、板金科職業訓練の非常勤講師を
務め、矯正教育にも貢献されました。

建築板金職・天
あま

沼
ぬま

喜
き

代
よ

次
じ

さん（82歳／小仙波町3丁目）

　川越市は、大正11年12月1日に県内で初めて市制を施
行し、今年で89周年を迎えました。12月1日の市民の日に、
平成23年度川越市表彰式をやまぶき会館で行いました。
　初雁賞は、長年にわたり研さんを重ね、川越の貴重な文
化などの継承と発展に貢献した方を顕彰するものです。
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

建
築
住
宅
課
L
2
2
4
‐
6
0
4
9

　
「
入
居
者
募
集
案
内
」
は
、
1
月
4
日

㈬
か
ら
20
日
㈮
ま
で
、
建
築
住
宅
課（
本

庁
舎
三
階
）・
出
張
所
・
連
絡
所
・
本
川

越
駅
証
明
セ
ン
タ
ー
・
埼
玉
県
住
宅
供
給

公
社
川
越
支
所
で
配
布
し
ま
す
。

対�

象

　

次
の
①
～
⑥
を
す
べ
て
満
た
す
方
。

①
同
居
親
族
が
い
る（
予
定
を
含
む
）

②
市
内
に
住
所
が
あ
る

③�

住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

（
自
己
所
有
住
宅
・
公
営
住
宅
な
ど
に

住
ん
で
い
な
い
）

④�

入
居
予
定
者
全
員
の
収
入
総
額
が
基
準

額
以
内（
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
な
ど

は
、
一
般
世
帯
よ
り
基
準
を
緩
和
）

⑤
市
県
民
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

⑥�

申
込
者
や
同
居
親
族（
予
定
を
含
む
）が

暴
力
団
員
で
は
な
い

申�
し
込
み
…
募
集
案
内
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、1
月
20
日
㈮（
消

印
有
効
）ま
で
に
〒
3
5
0
‐
1
1
2

　

�

4
新
宿
町
一
丁
目
一
‐
一
・
埼
玉
県
住

宅
供
給
公
社
川
越
支
所

選�

考
方
法（
申
告
登
録
制
度
）
…
申
込
者

の
経
済
状
況
、
世
帯
状
況
、
居
住
状
況

か
ら
入
居
登
録
順
位
を
決
定
し
、
そ
の

順
位
に
従
っ
て
入
居
者
を
決
定

＊
家
賃
な
ど
詳
し
く
は
、
埼
玉
県
住
宅
供

給
公
社
L
2
4
9
‐
4
8
7
7
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

学
校
給
食
材
料
納
入
業
者
登
録
申
請

学
校
給
食
課
L
2
2
3
︲
6
0
3
5

　

登
録
期
間
は
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
同

26
年
3
月
ま
で
で
す
。

受�

付
期
間
…
1
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮

受�

付
場
所
…
学
校
給
食
課（
菅
間
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
内
）

提�
出
書
類
…
①
学
校
給
食
材
料
納
入
業
者

登
録
申
請
書
、
②
営
業
概
要
調
査
票
、

③
平
成
22
年
度
の
納
税
証
明
書
、
④
平

成
23
年
度
の
食
品
衛
生
監
視
票
ま
た
は

立
入
検
査
票
、
⑤
従
業
員
の
検
便
成
績

表（
Ｏ
︲
1
5
7
を
含
む
平
成
23
年
11

月
以
降
の
も
の
）、
⑥
営
業
経
歴
書

＊
①
・
②
の
用
紙
は
学
校
給
食
課
で
配
布

し
ま
す
。

＊
③
は
、
市
内
業
者
の
場
合
は
法
人
市
民

税
ま
た
は
市
民
税
、
市
外
業
者
の
場
合
は

法
人
税
ま
た
は
所
得
税（
そ
の
１
）。

水
道
管
の
防
寒
対
策

給
水
課
L
2
2
3
‐
3
0
7
1

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
℃
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
・
蛇
口
な

ど
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
し
ま
す
。
特
に
北
向
き
や
風
当

た
り
の
強
い
場
所
な
ど
に
あ
る
水
道
管
は

凍
結
し
や
す
い
の
で
、
し
っ
か
り
と
防
寒

対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
管
・
蛇
口
の
防
寒

　

水
道
管
と
蛇
口
に
布
な
ど
を
巻
き
つ
け

ま
す
。
そ
の
上
に
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
ビ
ニ

ー
ル
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

■
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き

　

蛇
口
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
ゆ
っ
く
り

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
ま
す
。

■
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を
閉

め
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を
巻

い
て
応
急
処
置
を
し
ま
す
。
修
理
は
、
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「病児・病後児保育」
実施施設を新設します

保育課L224－5827

　子育てしやすいまちの実現に向けて、12
月から、市内2か所目の施設を新設します。
未登録者は利用前に市への登録が必要です。
名称…みついキッズケア（三井病院内）
場所…松江町1丁目13－25L290－5551
開�所日時…月～土曜日、午前8時～午後6時
（祝・休日、年末年始を除く）
対�象（次のすべてを満たす方）…保護者の勤

務や疾病・事故・出産などの理由により家
庭で保育できない▶病気または病気回復期
の生後2か月から小学3年生までの児童▶
保育園・小学校などに通園・登校が困難
定員…先着3人（病状で判断する場合あり）
利�用料金…1日2,000円（市民税非課税世帯・

生活保護世帯は無料）
＊すでに開設している「育児サポート アイア
イ（愛和病院内）」も、各要件は同じです。

財
政
事
情
公
表
　
　
　
　
　  

財
政
課
L
2
2
4
‐
5
6
1
8

　

市
で
は
年
二
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
財
政
課（
本
庁
舎

四
階
）・
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
一
階
）・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
回
公
表
す
る
内
容
は
、
平
成
22
年
度
決
算
と
、
平
成
23
年
度
上
半
期（
4

月
1
日
～
9
月
30
日
）の
予
算
執
行
状
況
で
す
。
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学
童
保
育
室
で
、
留
守
家
庭
の

児
童
を
預
か
り
ま
す

教
育
財
務
課
L
2
2
4
︲
6
0
8
3

　

学
童
保
育
室
で
は
、
両
親
が
働
い
て
い

て
、
常
時
留
守
に
な
る
家
庭
の
児
童
を
預

か
り
ま
す
。

　

4
月
か
ら
入
室
を
希
望
す
る
児
童
の
保

護
者
の
方
は
、
入
室
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
引
き
続
き
入
室
を
希
望
す

る
場
合
も
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
学
童

保
育
室
の
所
在
地
・
電
話
番
号
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
必
要
書

類
は
、12
月
26
日
㈪
か
ら
教
育
財
務
課（
東

庁
舎
二
階
）・
学
童
保
育
室
で
配
布
し
ま

す
。

対
象
…
小
学
1
～
3
年
生

定
員
…
各
室
四
十
人

＊
対
象
の
拡
大
や
、
定
員
の
増
加
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

開�

室
時
間
…
学
校
放
課
時
～
午
後
6
時
30

分（
授
業
の
な
い
日
は
午
前
8
時
30
分

か
ら
）

＊
日
曜
日
、
祝
・
休
日
、
年
末
年
始
を
除

き
ま
す
。
土
曜
日
は
、
拠
点
学
童
保
育
室

（
五
室
）を
開
室
し
ま
す
。

保�

育
料
…
平
成
24
年
度
は
一
人
一
か
月

五
千
円（
減
免
措
置
あ
り
）

申�

し
込
み
…
1
月
4
日
㈬
～
2
月
3
日
㈮

に
、
学
童
保
育
室
入
室
申
請
書
・
両
親

の
勤
務
証
明
書
・
児
童
票
を
、
教
育
財

務
課
ま
た
は
学
童
保
育
室
に
提
出

学
童
保
育
料
の
改
定
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
学
童
保
育
料
を
次

の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。
急
激
な
負
担
増

を
軽
減
す
る
た
め
、
段
階
的
に
引
き
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
保
育
料

減
額
の
規
定
を
設
け
ま
す
。

●
学
童
保
育
料

平
成
24
年
度
＝
一
人
一
か
月
五
千
円

　

同
25
年
度
＝
一
人
一
か
月
六
千
円

　

同
26
年
度
＝
一
人
一
か
月
七
千
円

　

同
27
年
度
＝
一
人
一
か
月
八
千
円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

収
税
課
特
別
滞
納
整
理
担
当

L
2
2
4
︲
5
6
9
4

　

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
を
、「
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
に
よ
る
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
り
公
売
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
収
税
課（
本
庁
舎
二
階
）で

配
布
す
る
「
不
動
産
公
売
案
内
」
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

所�

在
…
新
宿
町
六
丁
目
二
番
地
一
〇　

ア

メ
ニ
テ
ィ
ー
川
越
・
新
宿
Ⅰ
︲
三
〇
五

号
室

物�

件
…
財
産
種
別
＝
区
分
所
有
建
物
▼
床

面
積
＝
十
三
・
九
六
㎡
（
登
記
簿
上
）

参�

加
申
込
期
間
…
1
月
6
日
㈮
～
20
日
㈮

入�

札
期
間
…
1
月
27
日
㈮
～
2
月
3
日
㈮

平
成
23
・
24
年
度
入
札
参
加
業

者
の
追
加
登
録
を
受
け
付
け

契
約
課
L
2
2
4
︲
5
6
3
2

　

建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土

木
施
設
維
持
管
理（
道
路
・
河
川
・
苑え

ん

地ち

・
下
水
道
）の
業
種
に
つ
い
て
、「
埼
玉

県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」
加
入
自
治

体
に
よ
る
、
共
同
受
け
付
け
を
実
施
し
ま

す
。
手
続
き
の
詳
細
は
、
県
作
成
の
「
申

請
の
手
引
き
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
物
品
納
入
、
維
持
管
理
業
務
、

建
設
資
材
納
入
の
業
種
は
、
追
加
登
録
を

行
い
ま
せ
ん
。

受�

付
期
間
…
新
規
申
請
＝
1
月
4
日
㈬
～

24
日
㈫
▼
業
種
な
ど
の
追
加
申
請
＝
1

月
4
日
㈬
～
31
日
㈫（
各
必
着
）

受�

付
方
法
…
申
請
書
類
と
添
付
書
類
を
〒

3
3
0
︲
9
3
0
1
さ
い
た
ま
市
浦

和
区
高
砂
三
丁
目
一
五
‐
一
・
県
入
札

審
査
課
に
郵
送

＊
市
で
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

川
越
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
中
！
　
　
　
　
政
策
企
画
課
L
2
2
4
‐
5
5
0
3

　

市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
、
期
間
を
延
長
し
て
1
月
31
日
㈫

ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。下
の
川
越
市
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
時

が
人
を
結
ぶ
ま
ち
川
越
」
を
基
に
し
た
、
す
て
き
な
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

規�

格
…
Ａ
4
判
の
用
紙
ま
た
は
電
子
デ
ー
タ（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
み
）

応�

募
方
法
…
作
品
裏
面
ま
た
は
別
紙
に
、
作
品
の
説
明
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
1
月
31
日
㈫（
必
着
）

ま
で
に
〒
3
5
0
︲
8
6
0
1
川
越
市
役
所
政
策
企
画
課

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

川
越
市
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
時
が
人
を
結
ぶ
ま
ち
川
越
」

い
に
し
え
か
ら
続
く
「
時
」
の
中
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
に
よ

っ
て
生
ま
れ
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
、
伝
統
、
文
化
と
豊
か
な
自

然
が
織
り
な
す
ま
ち
川
越
。

嬉
し
い
と
き
、
悲
し
い
と
き
、
い
つ
で
も
気
持
ち
を
分
か
ち
合
え
る

誰
か
が
そ
こ
に
い
る
、
そ
ん
な
あ
た
た
か
い
ま
ち
へ
の
想
い
。

こ
れ
か
ら
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
刻
ま
れ
る
「
時
」
の
中
で
、
人
と

人
が
出
会
い
、
そ
し
て
つ
な
が
り
、
新
た
な
川
越
が
生
ま
れ
ま
す
。



廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
等
事
業

計
画
書
の
縦
覧

産
業
廃
棄
物
指
導
課
L
2
2
4
︲
5
4
2
1

　
「
川
越
市
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
等
紛

争
の
予
防
及
び
調
整
条
例
」
に
基
づ
き
、

廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
を
計
画
し
て
い

る
事
業
者
か
ら
、
事
業
計
画
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
事
業
計
画
書
と
生
活
環
境
保

全
対
策
書
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
ま
た
、
事
業
者
に
よ
る
関
係
地
域
住

民
を
対
象
に
し
た
説
明
会
が
、
縦
覧
期
間

中
に
行
わ
れ
ま
す
。

事
業
者
…
㈱
桂
紙
業

設
置
場
所
…
芳
野
台
二
丁
目
八
︲
四
二

縦�

覧
期
間
…
1
月
16
日
㈪
～
2
月
16
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日
を
除
く
）、

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

縦�

覧
場
所
…
産
業
廃
棄
物
指
導
課（
本
庁

舎
五
階
）・
芳
野
出
張
所

意
見
書
の
提
出

　

事
業
に
関
係
す
る
市
民
の
方
は
、
生
活

環
境
保
全
上
の
意
見
書
を
提
出
で
き
ま

す
。

提��

出
期
間
…
3
月
1
日
㈭
ま
で
（
縦
覧
期

間
中
に
説
明
会
が
終
了
し
な
い
場
合
、

説
明
会
終
了
の
翌
日
か
ら
二
週
間
ま

で
）

提�

出
方
法
…
縦
覧
場
所
で
配
布
す
る
意
見

書
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
〒

3
5
0
︲
8
6
0
1
川
越
市
役
所
産

業
廃
棄
物
指
導
課（
郵
送
可
）

＊
意
見
書
の
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

吸
込
下
水
槽
清
掃
補
助

資
源
循
環
推
進
課
L
2
3
9
︲
6
2
6
7

　

市
で
は
、
下
水
道
未
整
備
地
域
に
住
ん

で
い
る
方
が
、
生
活
雑
排
水
の
吸
込
下
水

槽
の
清
掃
を
し
た
と
き
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
年
度
内
に
三
回
ま
で
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
…
清
掃
完
了
後
、
二
か
月
以
内

補
助
金
額
…
一
回
四
千
六
百
円
ま
で

申�

請
方
法
…
資
源
循
環
推
進
課（
資
源
化

セ
ン
タ
ー
二
階
）ま
た
は
出
張
所
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
必

要
書
類
を
添
え
て
同
課
ま
た
は
出
張
所

に
提
出（
申
請
時
に
金
融
機
関
の
口
座

番
号
と
印
鑑
持
参
）

＊
掘
り
替
え
・
改
造
に
も
補
助
金
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

子
育
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情
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川越市成人式　　文化振興課L224－6157

１月9日㈷、川越運動公園総合体育館
受け付け＝正午～▶式典＝午後１時～

　11月初旬に送

付した案内状を忘

れずに持参してく

ださい。当日は、

会場周辺道路の混

雑が予想されま

す。余裕を持って

お越しください。川越駅西口・本川越駅からは、無料送迎バスを

運行します。

対�象…平成3年4月2日～同4年4月1日生まれの市内在住

新成人の皆さんをお祝いし
入館・観覧が無料に！
　1月9日㈷、市立博物館・市立美術館・川越まつり会館・川越

城本丸御殿・蔵造り資料館は、新成人の皆さんの入館・観覧が無

料になります。

市立博物館L222－5399
市立美術館L228－8080

川越まつり会館L225－2727

＊処理費は、昨年度最終処分するまでにかかった経費を基に算出

10月のごみ処理状況のお知らせ

資源循環推進課L239－6267

排出量 処理費（概算額）

全体のごみ 8,926.21t 4億3,774万1千円

定時収集
可燃ごみ

月合計 5,071.85t 2億4,872万4千円

1人当たり 14.73㎏ 722.13円

4月からの累積 36,143.76t 17億7,249万円

　家電リサイクル法対象機器やパソコン以外の
小型の家庭電化製品を廃棄する場合は、不燃
ごみとして廃棄してください（電子レンジは粗
大ごみ）。また、廃棄する際は乾電池を必ず抜
いてください。充電式電池やボタン電池は、販
売店などのリサイクルボックスで回収していま
す。商品の包装は、紙類やその他プラスチック
製容器包装などに正しく分別し、ごみを減らし
てください。ご協力をお願いします。

ごみ処理トピックス
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〜ひとくち情報〜　ミニ・インフォメーション　〜ひとくち情報〜
●障害者控除対象者認定の申請書を郵送します　高齢者いきがい課L224－5809
　�要介護認定を受けていて障害者手帳などを持っていない65歳以上の方またはその扶養者を対象に、所得税・住民税の所得控

除を受ける際に必要な障害者控除対象者認定の申請書を1月上旬に郵送します。申請方法など、詳しくはお尋ねください。
●川越駅東口公共地下駐車場の全面利用再開　商工振興課L224－5934
　�改修工事が11月30日で終了し、広くて使いやすい平置きの駐車場になりました。ご利用ください。
●平成24年度固定資産税（償却資産）の申告書は1月31日㈫までに提出してください　資産税課家屋担当L224－5684
●集団回収事業報償金の申請受け付け　資源循環推進課L239－6267
　�10月1日から12月31日までに実施した分。1月4日㈬～17日㈫、午前8時30分～午後5時、資源循環推進課（資源化センタ

ー2階）。集団回収報償金交付申請書・集団回収実施報告書を提出。

今今後後のの対対応応をを公公表表ししまますす公開事業点検　今後の対応を公表します 政策企画課L224－5503

　7月23日に実施した公開事業点検の結果について、10事業のうち、4事業は「廃止」・2事業は「国・県で実施」・
4事業は「市（改善）」となりました。この結果を受け、必要に応じて関係する市民・団体の意見を伺い、市で対
応を検討してきました。今後の対応について決定しましたので、下表のとおり公表します。
各事業の検討結果・実施内容

事業名 点検結果 検討結果 実施内容

広報川越発行事務 市（改善） 市（改善）
「編集作業の外部委託」については、来年度実施に向けて検討を
進める。「配布委託の見直し」については、配布委託先に説明を
行い、早期に改善を図る。

例規管理事務（例規集印刷代） 市（改善） 市（改善）
庁内における調査を基に、冊子版の作製部数を精査し、必要最
低限の部数を必要な部署に配布することとする。冊子版の廃止
については、来年度以降も検討を進める。

生活情報センター運営管理 市（改善） 市（改善）

生活情報センターの設置場所については、さまざまな角度から
検討を行う。コミュニティルームＡ・Ｂの貸館業務については、
コスト面、使い勝手や利用目的などを精査し、現状のあり方に
ついて関係課と協議を開始する。また、相談体制については、
ニーズに応えられるように改善を行っていく。

川越シティカレッジ講座 廃止 廃止
今年度限りで廃止する。なお、大学連携の事業開発については、
市民との協働、大学との協働など協働の理念を尊重して進める。

介護サービス利用者負担軽減 国・県 市（改善）
関係機関において協議を行ったうえで、対象サービスなどの見
直しを来年度中に行う。

川越市スズメバチの巣の除去
補助金事業

廃止 廃止
今年度限りで廃止する。なお、市民からの電話相談や駆除業者
紹介は引き続き実施し、ホームページや広報などによるスズメ
バチの生態などに関する情報提供の充実を図る。

かわごえ環境推進員制度 市（改善） 市（改善）

かわごえ環境推進協議会とかわごえ環境推進員の活動内容を明
確にすることで、推進員の報償費を減額し、協議会主導の事業
を推進していく。布類の拠点回収は、小型電気電子機器の拠点
回収と併せて委託化の検討を行う。

かわごえ異業種体験研修 国・県 市（継続）
中核市である川越市は、教職員の研修を自ら行っていく必要が
あり、受け入れ先の新規事業所を開拓することで、より充実し
た研修事業としていく。

事業広報紙発行事務
（上下水道局だより）

廃止 市（改善）

「広報川越」への統合は、紙面に制約があるなどの理由から、将
来的な課題として検討したい。分かりやすい広報づくりをする
ため、発信する情報を見直すとともに市民のニーズを把握し、
電子媒体による広報の可能性を検討し、双方向の情報伝達に努
める。当面は、来年度からページ数を削減し、経費の削減を図る。

事業広報紙発行事務
（市教委だより）

廃止 市（改善）

「広報川越」への統合は、紙面に制約があるなどの理由から、将
来的な課題として検討したい。来年度からは、発行回数や発行
部数、ページ数の見直しを行うことにより、編集に係る人件費
および印刷製本費の削減を図る。

公園管理事務
（市民プール運営管理）

廃止 市（改善）
料金体系の見直しを検討するとともに、初雁公園の整備の進ち
ょく状況もしくは施設の大規模改修が必要になった段階での廃
止を前提に、現状維持的な補修などを続けながら存続する。
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良い年をお迎えください

＝＝＝　ことしのできごと2011　＝＝＝
7月 31日 埼玉県知事選挙
8月   1日 子育て短期支援事業（トワイライト事業）開始
8月 6日 小江戸川越花火大会（伊佐沼公園）
8月 18日 「川越きものの日」が誕生
8月 20日 ケラミックカップ日本予選大会（～26日）

8月 21日 県から交通事故防止特別対策地域に指定され
る（～11月20日）

8月 24日 市役所本庁舎前で福島県産農産物を販売

9月 市制施行90周年のテーマが決定
「ともに歩む未来へ　かわごえ90」

9月   1日 プレミアム付き地域商品券「わくわく川越商
品券」を販売（～12月15日）

9月  7日 川越・秩父「姉妹商店街連合会」友好関係締結
10月 1日 小江戸蔵里1周年記念祭（～11月30日）
10月 15日 川越まつり（～16日）
10月 23日 新河岸川舟行列
10月 29日 川越産業博覧会（～30日）
10月 30日 日本橋お江戸舟運まつり

11月

川越市キャッチフレーズが決定
「時が人を結ぶまち川越」
土・日曜日、祝日に、旧山崎家別邸の庭園の
公開開始

11月 1日 全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）運用
開始

11月 26日 河越流鏑馬
11月 27日 小江戸川越マラソン2011
12月   1日 市民の日・天沼さんに初雁賞を授与

1月   4日 防災情報メール配信サービス開始
1月 11日 子育て情報メール配信サービス開始

2月 7日 旧山崎家別邸の庭園が国の登録記念物に指定
される

2月 21日 市文化財に「十文字槍付青貝螺鈿柄」「木造随
身像」「木造獅子狛犬」を指定

2月 27日 小江戸川越第九演奏会を開催
3月   1日 公民館講座情報メール配信サービス開始

3月   7日 新町名「南大塚4丁目」「南大塚5丁目」「大塚
1丁目」誕生

3月 11日 東日本大震災
3月 14日 計画停電が始まる（市内は15日～）
3月 24日 一時避難所を設置

3月 26日
川越城本丸御殿の一般公開再開
第二・第四土曜日を開庁（一部窓口業務）

3月 28日 川越駅東口にバス発車案内板を設置

4月 1日
第三次川越市総合計画後期基本計画スタート
仲町観光案内所・鍛治町広場オープン

4月 10日 埼玉県議会議員一般選挙
4月 24日 川越市議会議員一般選挙
4月 25日 市内全12駅のバリアフリー化完了
6月 8日 市の歴史的風致維持向上計画を国が認定
6月 18日 市内10地点の放射線量などを測定

7月 1日
児童虐待防止ＳＯＳセンターを開設
配偶者暴力相談支援センターを開設

7月 23日 10事業の公開事業点検を実施
7月 30日 川越百万灯夏まつり（～31日）

時
と

代
き

の中を駆け抜けた軌跡
　市内や全国各地から集まったランナー8,896人が、蔵造りの町並みを駆け抜
けた「小江戸川越マラソン2011」。ランナーだけでなく、この大会を支えたスタ
ッフや沿道で声援を送り続けた市民の皆さん、ご協力ありがとうございました。




